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平成 30 年度第４回二宮町お互いさま推進協議会 議事録 

 

１ 開催日時 平成 31 年 1 月 24 日（木）午後 6 時 30 分～午後 8 時 

 

２ 開催場所 二宮町役場 第 1 会議室 

 

３ 出席者 お互いさま推進協議会委員：13 名 

      事務局：高齢介護課長、地域包括ケアシステム推進班員３名 

       

４ 協議事項 

（１）委員活動報告等について 

① 各小学校区の活動報告 

② にのにんカフェの報告について  

③ 生活支援コーディネーターの活動報告  

④ 「おでかけ支援でくらしをささえる」の報告  

 

（２）平成 30 年度のまとめについて 

 

（３）来年度の活動について 

 

  （４）その他 

 

５ 議事録 

  １．開会 

事務局 定刻となりましたのでお互いさま推進協議会を開催いたします。  

本日は１名委員の欠席があります。  

会議の傍聴につきましては、傍聴者がおりませんので始めさせてた

だだきます。これより進行は会長にお願いしたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

  ２．挨拶 

本日も活発なご意見をよろしくお願いいたします。  

３．議題 

事務局  

会長  それでは議題に入りたいと思います。まず各委員より活動報告をお願

いします。一色小学校区の活動報告からお願いします。  

委員  一色小学校区はボランティア香川ちがさきへ訪問に行きました。全員

で１１名で伺いました。ボランティア香川ではサロンが月に２回、ミ

ニデイが月に 1 回開かれています。その他家事支援、災害支援などを

担っているそうです。 

行った日はミニデイの開催日で、そこではクリスマスの壁紙づくり 

とコグニサイズをやっていました。利用者は１９名、ボランティアは

２４名、会員は年会費を１５００円払っています。  
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移送の人手が少なく大変だそうです。 

  会長    その他行かれた方で補足はありますか。  

委員  ボランティア大学で、講習を受けた後ボランティアの受け入れ先のサ

ポートまでしていて、流れがスムーズだったのが印象的です。 

会長  他に一色小学校区の活動は行いましたか。  

委員  一色小学校区の通いの場につきましては、内容を考えるのが難しくな

ってきており、参加者が増えるような内容を考えています。  

また、一色小学校区では見守り活動を始めました。  

友愛チームの見守りや防犯パトロール、学童の見守りなどを行います。

おたすけネットワーク等の内容を生活支援ファイルに入れようと思

っています。 

会長  それでは次に山西小学校区の報告をお願いいたします。  

委員  １回目よりも人数が増え、２４名の方に参加していただきました。  

１回目の時に会の名称を考えてくることを宿題としておりましたが、

「たんぽぽささえたい」に決定しました。名前の由来としては、たん

ぽぽの花言葉が「真心の愛」という意味があり、たんぽぽの綿毛のよ

うにこの活動が広がっていけばいいなという意味を込めて名前が決

定しました。できる範囲で何か事例を作れるように活動を進めていき

たいと考えています。次回は３月にこいじシニアハイツで行う予定で

す。 

委員  次に二宮小学校区ですが、初めて集まることができました。参加者は

１６名で７月のセミナーに参加された方にお声掛けさせていただき

ました。地域の協議体の説明と自己紹介や各々が行っている活動を伺

えました。２月末に立ち上げに向けた話し合いを行いたいと思います。 

会長  次に「にのにんカフェ」の報告をお願いします。  

委員  ２月５日にオペラガーデンで開催します。今回で３回目の開催となり、

前回のカフェは４０名ほど参加していただき、介護や認知症など情報

共有の場にすることができました。  

来年度からは他の団体からの要請に合わせて包括が伺うというよう

な形で開催していきたいと考えています。 

あとはお店への普及啓発などを積極的に行いたいと考えています。  

委員  認知症はこれからどんどん増えていきますから、積極的に開催してい

くといいですね。 

委員  認知症の方がお店に来たときお店のものを盗っている方がいました。

声をかけると返してくれましたがこの方が来たら必ず声をかけるよ

うにと店内で共有をしました。奥様にもお話をして、介護の申請につ

ながったことがありました。言いづらいかもしれませんが、ご家族が

お店等に早く伝えてくだされば早く解決できるのかなと思いました。 

委員   店舗によっては対応できないこともあると思います。  

認知症になっても安心して二宮町で暮らしていけることを目指して  

これからも普及啓発を行っていきます。  

会長  次に生活支援コーディネーターの報告についてお願いします。  
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委員  生活支援コーディネーター便りを 11 月に第 2 号を発行しました。 

また、１１月に「地域の身近な拠点づくりと地域共生社会」というテ

ーマの研修に行きました。その中で、活動の担い手不足という話があ

り、今ある活動を残していくことに目が行きがちですが活動団体を増

やしていくことで補っていけるというような話をされていました。  

１２月には生活支援コーディネーター養成研修で活動報告を行いま 

した。 

あとは、ゆめクラブのサークル活動について把握するために５地区の

会長へヒアリングをし、会員数、活動内容等を伺いました。 

会長  それではおでかけ支援で暮らしを支える移動支援の報告についてお

願いします。 

事務局 昨年 7 月に二宮で開催した支えあいセミナーで講演いただいた服部

氏より「支えたい人を支える」視点の重要性を話された。資料に基づ

き報告― 

その他、このセミナーに出席された委員から補足があればお願いいた

します。 

委員  それぞれの地域に合った形で行われていて、ニーズの把握のためデー

タを分析して方法を考えていることが大切だと感じました。  

委員  施設の車両の協力はしていきたいと思います。  

会長  参加された委員の方は何かありますか。  

委員  社会参加をすることで介護予防ができるといわれていますが、個人の

半数は何もしてないそうです。何をやったらいいかわからない人が多

いみたいですね。移動支援ということですが、町のコミュニティバス

は利用者が少ないですよね。 

委員  コミュニティバスは使いやすさの向上を検討しています。 

委員  買い物支援にコミュニティバスが使える訳ではないですもんね。  

    具体的なニーズがわからないと養成研修もできませんね。  

委員  駅から国府津行のバスは混んでいますね。国道から行くのはなくなっ

てしまい山西の人は困っていますが、橘を通るのはすごく便利だとい

うことです。 

委員  橘方面の人は西友から国府津行に乗る人が多いですね。  

委員  西友では買い物の宅配で当日に到着することはできますか。 

委員  翌日になってしまいます。他店舗に比べると、配達の件数は少ないで

す。 

委員  車で来る人が多いのですかね。  

委員  しまむらの移動販売は今もありますか。  

委員  はい。基本は登録制ですが、近くにいた人は買い物を受け付けている

みたいです。なので、次の拠点に着く予定時刻を過ぎてしまうことが

あるようです。 

会長  会議の時間も迫ってきたので次に行きたいと思います。  

    平成３０年度のまとめについて事務局からお願いします。  

事務局 今年度のまとめとして、1 つ目は７月にはセミナーの開催、その後、
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生活支援コーディネーター便りを通じて地域にもこの活動を発信で

きました。山西小学校区の具体的な立ち上げも決まり、二宮小学校区

も話し合いの場を持つことができ、今年度当初の予定通り地域の協議

体の設置ができるのではないかと見込めること。 

２つ目、認知症カフェについては、町内で定着するよう、開催頻度を

増やし、支援をしていきたいということ。 

３つ目、買い物や、移動手段等小さいエリアでできることを探してい

くことが課題ということでよろしいでしょうか。  

（一同異議なし） 

会長  来年度の活動についてお願いします。 

事務局 来年度も４回、４月７月１０月１月の第４木曜日で考えています。 

    委員の皆様には来年度も委員をお願いしたいと考えています。  

    また委員で１名空きがあります。新しい委員さんを迎えるのはいかが

でしょうか。 

    会は４回しかございません。何か情報や相談があれば、この会から拡

がったネットワークを活用し、生活支援コーディネーターにお伝えく

ださい。また、来年度はセミナーや情報交換の開催についてはいかが

でしょうか。 

委員  制度的なところは何度か聞いているので、もっと具体的な活動を聞い

てみたいと思います。今は移動支援が上がっているのでその事例など

がいいのではないでしょうか。  

委員  ニーズの面で他自治体でどのような調査方法で始めていったのかを

聞いてみたいと思います。  

委員  来年度は何か小さなことでもいいのでこれをやったという実績を残

せたらいいですね。 

会長  それでは、その他のところで、事務局からお願いします。 

事務局 エイジフレンドリーシティというＷＨＯが主体となる高齢者にやさ

しいまちづくりネットワークに県内２２番目として参加しました。  

    この活動が国際的な機関に認定をされたということになりました。  

    また、当ネットワークに参加している秋田市において、エイジフレン

ドリーシティの理念に賛同している市内の企業それぞれが高齢者に

やさしい取り組みを行っているため、町としても事業所や、店舗と協

力をしていきたいと思います。このネットワークについて新しい情報

が入りましたら、こちらでも共有させていただきたいと思います。  

委員  もう一点、３月の担い手養成研修のご案内をさせていただきます。  

    担い手不足が課題に挙がっている中で、こちらの研修は若い世代の方

にＰＲし参加してもらいたいと考えています。以上となります。 

会長  それでは来年度は新メンバーを迎え、また皆さんで頑張っていきまし

ょう。本日も活発なご意見をありがとうございました。  

（終了） 


